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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年１月期第１四半期 13,222 12.0 1,842 104.6 1,853 104.2 1,286 53.6

2023年１月期第１四半期 11,801 2.8 900 △35.0 907 △34.9 837 △12.3

（注）包括利益 2024年１月期第１四半期 1,302百万円（59.1％） 2023年１月期第１四半期 818百万円（△29.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年１月期第１四半期 38.33 38.24

2023年１月期第１四半期 24.02 23.84

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年１月期第１四半期 47,779 38,013 79.5 1,130.04

2023年１月期 46,333 37,379 80.5 1,111.48

(参考）自己資本 2024年１月期第１四半期 37,987百万円 2023年１月期 37,309百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年１月期 － 25.00 － 20.00 45.00

2024年１月期 －

2024年１月期（予想） 25.00 － 25.00 50.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 25,600 9.0 3,000 52.3 3,010 51.4 2,070 △40.8 61.62

通期 51,000 5.8 5,550 26.9 5,570 26.2 3,840 △25.9 114.40

１．2024年１月期第１四半期の連結業績（2023年２月１日～2023年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１　直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２　2023年１月期第２四半期末配当金の内訳　普通配当　20円00銭　特別配当　5円00銭

３．2024年１月期の連結業績予想（2023年２月１日～2024年１月31日）

（注）　直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年１月期１Ｑ 37,600,000株 2023年１月期 37,600,000株

②  期末自己株式数 2024年１月期１Ｑ 3,983,860株 2023年１月期 4,032,960株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年１月期１Ｑ 33,569,798株 2023年１月期１Ｑ 34,870,767株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細については、四半期決算短信【添付資料】P.8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等について)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあ

たっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】P.3「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。

(四半期決算補足説明資料の入手方法について)

　当社ホームページ（https://www.cec-ltd.co.jp）にて、四半期決算補足説明資料を2023年６月９日(金)に公開予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間(2023年２月１日～2023年４月30日)におけるわが国経済は、ウィズコロナのもとで各

種政策の効果により、経済活動の正常化が進み、景気は持ち直しの動きが見られました。しかしながら、世界的な

金融引締めが続く中で海外景気の下振れが国内景気の下押しリスクとなっております。加えて国内の物価上昇、供

給面での制約、金融資本市場の変動等も注視する必要があり、先行きは不透明な状況が続いています。

情報サービス産業においては、地政学的リスクの長期化による原材料価格高騰の影響等で企業の業況判断には慎

重な見方が出る中でも、生産性や競争力を強化するためにシステム刷新を伴う業務改革、ビジネスモデルやビジネ

ス構造変革の必要性が高まり、DX関連投資は引き続き堅調に推移しました。さらには、日々高度化するサイバー攻

撃に対応するため、経営課題としてセキュリティ対策に投資を行う企業も多く、サイバーセキュリティ対策製品や

サービスの需要は依然として拡大傾向にあります。

このような情勢下、当社グループは「サステナブルな社会の実現」と「持続的成長」を目指し、2023年１月期か

ら2025年１月期を対象とした３ヵ年の中期経営計画のもと「事業力の強化」、「人材・技術力の強化」、「経営基

盤の強化」を基本方針として、事業を推進いたしました。当第１四半期連結累計期間においては、全社横断的なク

ロスセルおよびアップセルによる主要顧客への深耕で新規商談の開拓や高収益商談の獲得に尽力しました。また、

新卒および経験者の採用強化とともに若手から中堅層の満足度向上や熟練の技術者維持のため、新人事制度の導入

ならびに待遇改善を実施いたしました。

サステナビリティ経営の観点から、事業活動を通じた社会課題解決の一環として、脱炭素化に向け、当社全体の

CO２排出量の約８割を占める神奈川県内３施設で実質CO２フリー電力を導入し、100%グリーン電力化を実現いたしま

した。加えて、公正性・透明性の配慮および企業価値向上を目的として、持続的な成長に向けた動機付けとなる

「固定報酬」および「業績連動報酬」で構成された報酬制度を当社取締役向けに導入いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、主要顧客である製造業を中心にICT投資が堅調に推移し、

注力事業
※1
・主力事業

※2
ともに総じて計画より上振れで着地した結果、売上高は132億２千２百万円、前年同期比

14億２千１百万円(12.0%)の増となりました。利益面については、増収による増益に加え、前年同期に計上した受

注損失引当金の反動増により、営業利益は18億４千２百万円、前年同期比９億４千２百万円(104.6%)の増、経常利

益は18億５千３百万円、前年同期比９億４千５百万円(104.2%)の増、親会社株主に帰属する四半期純利益について

は、12億８千６百万円、前年同期比４億４千９百万円(53.6%)の増となりました。

※１
　
注力事業：①生産・物流ソリューション②モビリティサービス③マイクロソフト連携サービス④マイグレー

ションサービス⑤セキュリティサービス⑥DXクラウド基盤の６事業を当社の注力事業として定義

しております。

※２ 主力事業：当社の収益基盤である受託開発をはじめ、データセンターを利用したICTインフラの提供、運用構

築事業、車載開発、組込み開発や検証ビジネス等を、当社を支える安定した事業基盤である主力

事業として定義しております。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（デジタルインダストリー事業）

　注力事業のモビリティサービスでは、MaaS領域のビッグデータやスマホアプリ開発が好調に推移しました。生

産・物流ソリューションにおいては、顧客工場のDX化に向けた生産管理システム開発やバース管理から庫内業務に

至るまでの自動化ニーズが旺盛で物流効率化ICTソリューションの引き合いが増加し、堅調に推移しました。ま

た、主力事業における中部サービスおよび西日本サービスは、製造業顧客の活発なICT投資を背景に、システム開

発が好調に推移いたしました。結果、売上高は46億４千２百万円、前年同期比５億４千５百万円(13.3%)の増とな

りました。利益面においては、増収に伴う増益により、営業利益は11億７千１百万円、前年同期比１億３千６百万

円(13.2%)の増となりました。

（サービスインテグレーション事業）

　注力事業のマイグレーションサービスは、DX推進を背景としたニーズが増加傾向にあり、好調に推移しました。

セキュリティサービスにおいては、製品サービスの需要が旺盛なものの、仕入販売の減少により減収となりまし

た。主力事業については、継続対応中の不採算案件影響は想定範囲内で推移したほか、半導体供給体制が正常化し

たことで、ICTインフラ構築事業が好調に推移いたしました。結果、売上高は85億８千万円、前年同期比８億７千

５百万円(11.4%)の増となりました。利益面においては、増収による増益に加え、前年同期に計上した受注損失引

当金の反動増により、営業利益は16億６千８百万円、前年同期比７億４千４百万円(80.6%)の増となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（総資産）

　総資産の残高は477億７千９百万円となり、前連結会計年度末と比べ14億４千５百万円の増加となりました。こ

れは、おもに現金及び預金が23億１千５百万円増加したことや、受取手形、売掛金及び契約資産が11億１千３百万

円減少したことなどによるものです。

（負債）

　負債の残高は97億６千５百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億１千１百万円の増加となりました。これ

は、おもに賞与引当金が５億８千５百万円増加したことや、流動負債その他に含まれる契約負債が３億９千１百万

円増加したことなどによるものです。

（純資産）

　純資産の残高は380億１千３百万円となり、前連結会計年度末と比べ６億３千４百万円の増加となりました。こ

れは、おもに利益剰余金が６億１千５百万円増加したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループは、2023年１月期から2025年１月期の３ヵ年を対象とした中期経営計画を推進しており、今期はそ

の２年目となります。基本方針である①事業力の強化、②人材・技術力の強化、③経営基盤の強化を３本柱とし

て、事業活動を通じて社会や産業課題の解決を目指し、企業価値の継続的な向上に努めております。2024年１月期

第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想については、本日付公表の「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照下さい。

※業績予想の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、その達成を当社として約束する趣

旨のものではありません。また、実際の業績等は業況の変化等により予想数値と異なる場合があります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,302,042 25,617,301

受取手形、売掛金及び契約資産 10,103,576 8,990,066

商品 254,597 216,542

仕掛品 504,914 583,957

未収入金 32,350 10,283

その他 1,013,313 1,126,186

貸倒引当金 △2,067 △1,555

流動資産合計 35,208,727 36,542,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,773,022 3,723,188

土地 2,004,644 2,004,644

その他（純額） 837,667 810,155

有形固定資産合計 6,615,333 6,537,988

無形固定資産

その他 258,067 240,613

無形固定資産合計 258,067 240,613

投資その他の資産

その他 4,263,463 4,470,007

貸倒引当金 △11,909 △11,909

投資その他の資産合計 4,251,553 4,458,097

固定資産合計 11,124,954 11,236,699

資産合計 46,333,682 47,779,483

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年１月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年４月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,251,585 2,503,233

短期借入金 350,000 350,000

１年内返済予定の長期借入金 13,600 13,600

未払法人税等 965,599 635,636

賞与引当金 585,623 1,171,018

受注損失引当金 488,092 120,511

その他 3,656,595 4,331,987

流動負債合計 8,311,096 9,125,987

固定負債

長期借入金 13,800 13,800

長期未払金 22,120 22,120

役員退職慰労引当金 19,064 12,166

退職給付に係る負債 106,227 108,251

資産除去債務 481,579 483,120

その他 123 147

固定負債合計 642,914 639,606

負債合計 8,954,010 9,765,594

純資産の部

株主資本

資本金 6,586,000 6,586,000

資本剰余金 6,733,706 6,737,978

利益剰余金 27,105,988 27,721,213

自己株式 △3,505,438 △3,462,771

株主資本合計 36,920,256 37,582,420

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 371,132 349,965

為替換算調整勘定 7,138 9,603

退職給付に係る調整累計額 10,713 45,497

その他の包括利益累計額合計 388,983 405,067

新株予約権 70,431 26,401

純資産合計 37,379,671 38,013,888

負債純資産合計 46,333,682 47,779,483

- 5 -

株式会社シーイーシー（9692） 2024年１月期 第１四半期決算短信



(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年２月１日

　至　2023年４月30日)

売上高 11,801,241 13,222,568

売上原価 9,191,935 9,688,259

売上総利益 2,609,305 3,534,309

販売費及び一般管理費 1,708,966 1,691,968

営業利益 900,339 1,842,340

営業外収益

受取利息 1,143 109

為替差益 － 142

保険配当金 12,849 7,953

その他 4,616 3,491

営業外収益合計 18,609 11,696

営業外費用

支払利息 565 475

為替差損 8,936 －

その他 1,715 98

営業外費用合計 11,217 573

経常利益 907,730 1,853,463

特別損失

固定資産除却損 192 454

減損損失 704 －

特別損失合計 897 454

税金等調整前四半期純利益 906,833 1,853,009

法人税、住民税及び事業税 396,424 664,403

法人税等調整額 △327,049 △97,959

法人税等合計 69,375 566,444

四半期純利益 837,458 1,286,565

親会社株主に帰属する四半期純利益 837,458 1,286,565

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年２月１日

　至　2023年４月30日)

四半期純利益 837,458 1,286,565

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 87,117 △21,167

為替換算調整勘定 7,261 2,465

退職給付に係る調整額 △112,958 34,784

その他の包括利益合計 △18,579 16,083

四半期包括利益 818,878 1,302,649

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 818,878 1,302,649

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

合計
（注）２デジタルインダス

トリー事業
サービスインテグ
レーション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,096,816 7,704,425 11,801,241 － 11,801,241

セグメント間の内部

売上高又は振替高
532 123,896 124,428 △124,428 －

計 4,097,348 7,828,322 11,925,670 △124,428 11,801,241

セグメント利益 1,035,496 923,753 1,959,250 △1,058,911 900,339

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

合計
（注）２デジタルインダス

トリー事業
サービスインテグ
レーション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,642,497 8,580,071 13,222,568 － 13,222,568

セグメント間の内部

売上高又は振替高
85 177,012 177,097 △177,097 －

計 4,642,582 8,757,083 13,399,666 △177,097 13,222,568

セグメント利益 1,171,947 1,668,336 2,840,283 △997,943 1,842,340

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2022年２月１日　至　2022年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△1,058,911千円は、主に報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自　2023年２月１日　至　2023年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△997,943千円は、主に報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

デジタルインダストリー事業 4,835,739 109.4 3,533,954 105.7

サービスインテグレーション事業 10,390,860 101.3 14,128,060 128.2

合計 15,226,600 103.7 17,662,015 122.9

３．その他

受注高および受注残高の実績

当第１四半期連結累計期間におけるデジタルインダストリー事業の受注高・受注残高は、製造業顧客のICT投資が堅

調に推移しているため、前年同期比で伸長しております。また、サービスインテグレーション事業の受注高は、DX推進

を背景としたニーズにより前年同期と同水準を維持しており、受注残高は、セキュリティを含むインフラ構築事業の長

期案件が増加しているため前年同期と比較して著しく増加しております。

　当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
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